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2018-2019 年度 

国際ロータリー会長／ バリー・ラシン  会長／ 小汀 泰之   副会長／ 持田 稔樹  

２６９０地区ガバナー／ 末長 範彦 幹事／ 來間 久    会 計／ 黒田 昌弘  
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 9：00 ～ 17：00  （土・日曜・祝祭日 休局） 

■■■ 例会プログラム ■■■  

例 会 日 卓 話 者 演 題 

9 月 12 日 

（水） 

第2690 地区 

ガバナー  末長 範彦 様 

ガバナー公式訪問  

大社ＲＣ・平田ＲＣ合同例会

9 月 20 日 休  会  

9 月 27 日 

島根県東部農林振興センター

課 長  福田 光芳 様 

出雲市役所 三代 正幸 様

三島 さわこ 様

「産学官連携による 

出雲産小豆の生産振興」 

10 月 4 日 
出雲市森林組合 組合長 

会員 高砂 明弘 
「森林組合の現状と課題」 

■■■ 出席報告 ■■■  

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 前々回補正出席率

45 26 19 (7)  68.42 % 85.00 % 

■■■ 欠席者 ■■■  

 原伸／飯塚大／飯塚俊／石原輝／板垣／加藤／松浦／持田祐  

 大島淳／大谷良／園山／曽田  

 （山根／牧野／遠藤／岩浅／田中久／大谷厚／伊藤） 

■■■ 来訪者 ■■■  

 な し 

■■■ メークアップ ■■■  

 9/10 加藤（出雲中央） 
************************************************************ 

■■■ 次回例会受付当番 ■■■  

（9 月 27 日） 松浦剛司／飯塚俊之／石原俊太郎 

（10 月 4 日） 大島淳司／石原輝男／板垣文江 

■■■ 近隣クラブ例会情報 （メークアップを考えましょう） ■■■  

月 出雲中央 10/15  10/22(－) 松江南     

火 出雲   松江しんじ湖  9/18   

水 大社  9/19(－)  9/26(－)   松江     

木 (－) ； ビジター受付 なし 松江東  9/27(－)   

金 出雲南  9/21  

■■■ 会長挨拶 ■■■  

 大社ロータリークラブ  田邊 達也 会長 

失礼いたします。私は、本年度大社

ロータリークラブの会長を務めさせて頂い

ています田邊達也と申します。どうぞ宜

しくお願い致します。 

 改めましてみなさまこんにちは。本日は

この大社の地にて、平田ロータリークラブ

と大社ロータリークラブ合同によりますガ

バナー公式訪問を開催させて頂きました

ところ、ご参集頂きまして、誠にありがとう

ございます。 

 末長ガバナー、梶原随行幹事にはよう

こそお越しいただきました。両クラブを代表して心より歓迎申し上げます。 

２６９０地区内６６クラブ内でも２クラブ合同の開催は、珍しいとお聞きして

いますが、私どもにとりましても、毎年、年に一度、平田・大社両クラブ全会

員が一同に会することは、この機会しかなく、両クラブの出会いと懇親の場と

なっていますことをありがたく感じております。 

さて、RI 会長バリー・ラシン会長の「インスピレーションになろう」を末長ガバ

ナーは「ロータリー活動を鼓舞しよう」と解釈され、そして、地区スローガンに

「チャレンジしよう」を掲げられました。 

 私は、大社ロータリークラブのスローガンには、「承継と変革」を上げました。

文字通り、「守るべきを守り、変えるべきを変える」と言うことです。ただ、ここ

で、ガバナーの「チャレンジしよう」を加味しますと、一般的には、類似語として、

「変革」に集中しやすいように思われるでしょうが、私は、逆であります。 

 出雲大社と共に大社の町をほぼエリアとする大社ロータリークラブにとって、

独特の文化と歴史が刻まれたこの地には、どうしても守らなければならないも

のが、有形・無形問わず数多く存在します。しかし、時代の流れの中で、特

に少子高齢化社会は、それを容赦なく壊してゆきます。 

 実例として、会員にもおられますが、町内会長として大変ご尽力されている

「吉兆神事」。毎年１月３日に各町内会から吉兆旗を掲げて町内を練り歩く

のですが、後継者不足から元々３４地区にあったと言われていますが、今や

１４地区にまで減少しています。 

そこで地域を挙げて、伝統を守るべく、新しいチャレンジを試みています。 

それは、中学生による「こども吉兆」へのチャレンジです。来年１月５日大

社中学生による練り歩きが実施されます。 

 そして、大社ローリークラブとしても、ロータリー財団の補助金を活用させて

いただき、このチャレンジに積極的に参画します。青少年奉仕委員会も協力

します。クラブを挙げての参加にしたいと思っています。 

 これこそ承継への変革と信じて邁進して参ります。 

 本日は、誠にありがとうございました。末長ガバナーに於かれましては、健

康に留意され、益々ご活躍されますことをご祈念申し上げ、ご挨拶と致しま

す。 

■■■ バナー交換 ■■■ 

 

 

 



■■■ スマイル ■■■  

末長範彦ガバナーよりスマイルを頂きました。 

全 員 （末長範彦ガバナーの公式訪問を喜んで。） 

■■■ スピーチ・例会行事 ■■■   

ガバナー公式訪問  大社ＲＣ・平田ＲＣ合同例会 

  第2690 地区 2018-2019 年度ガバナー  末長 範彦 様 

 

バリー・ラシンＲＩ会長は、サンディエゴで開催の国際協議会で、次年度ＲＩ

会長テーマ「ＢＥ ＴＨＥ ＩＮＳＰＩＲＡＴＩＯＮ：インスピレーションになろう」を発

表しました。ポリオ撲滅を最後までやり遂げることを強調された後に、「ポリオ

撲滅は、一つの疾病がなくなること、そしてロータリーの新しい章の始まりを意

味します。その章では、奉仕における持続可能性が私たちのあらゆる活動の

前面と中央に位置づけられ、「持続可能性」はロータリーで合言葉となりまし

た。 

 ・ロータリーは時代に追いついていかなければならない。 

 ・ロータリーは時代に適応していかなければならない。 

 ・ロータリーは将来への備えができていなければならない。 

と決定しています。ポリオ撲滅のゴールは近づいています。ゴールまで支援を

ゆるめることなく、共に喜び合える仲間になるとともに、「持続可能性」への備

えをしていかねばなりません。 

 

 「持続可能性」の確保が前提 

①最重点目標の純増最低1 人増強を地道に行ってください。 

②ロータリー賞はロータリー戦略計画の優先事項が活動目標になっています。

全18 項目の中、達成項目を決め、各クラブがそれにチャレンジしてくださ

い。 

③ロータリー財団の補助金を活用した活動にチャレンジしてください。 

 

次年度、次々年度も共に戦略計画に参加が考えられます。各クラブに合

ったメンバー構成で戦略を考えていただけたらいかがでしょうか。 

より良いロータリーのためによろしくお願い申し上げます。 

 

■■■ 会長謝辞  ■■■  

 平田ロータリークラブ会長 小汀 泰之 

末長ガバナーにおかれましては、公私ご多用の中、ガバナー公式訪問例

会にご臨席賜り、厚くお礼申し上げます。 

先ほどは、会長幹事懇談会にて、当該クラブの今年度活動についての具

体的なご教導いただき、ありがとうございました。今年度の RI の目標や、重

点課題を再度本日お示しいただきました。 

多くのロータリーの課題の中の変化に対応していかなければならないこと、

今後の活動のスタンスについて、詳しくお話をいただきましたこと感謝申し上

げます。 

末長ガバナーにおかれましては、今後も激務が続きますが、どうかお身体

を大切にされ、活躍されますことをお祈りしお礼の言葉といたします。 

 

 


